
1 

オオホリ カズキ 

大堀 和樹 

 

 

 

 

目標をもって学習に取り組み、音読の方法を工夫して、教科書の英語をすらすらと話せる

生徒の育成 

～中学１年英語Unit4「Friends in New Zealand」の学習を通して～ 

１ 主題設定の理由 

（１）生徒の実態から（男子１５名 女子７名 計２２名） 

 第１学年の生徒は、単元開始前に行ったアンケ

ートで大半の生徒が、小学校の外国語の授業が楽

しかったと答えた（資料１）。さらに、学級内に

は、英会話教室に通っていたり、英語での指示や

教科書本文を聞き取れたりする生徒がいる。一方

で、英単語の発音や意味、スペルが分からなかっ

たり、うまく英語でコミュニケーションできなか

ったりして困った経験をした生徒もいる。こうし

た生徒に対し、教師から一方的に指示したり、教

えたりするだけでは生徒は変容しないだろう。そ

こで、生徒同士の教え合いや学び合いを通して、英語が得意な生徒とそうでない生徒が相

互に関わり合いながら、英語の学習に取り組む姿勢や英語の力を高め、自分にもできるん

だという自信を身につけてほしいと考えた。 

２ 研究構想 

（１）目指す生徒像 

 ・生徒同士で教え合ったり助け合ったりしながら教科書本文の英語表現に習熟する生徒 

 ・毎回の授業に明確な目標をもって主体的に取り組む生徒 

（２）研究の仮説 

仮説１  授業の中で英語を聞いたり、口に出したりする機会を繰り返し設定すれば、知

識や技能として覚えるだけではなく、教科書本文をすらすら暗唱できるだろう。 

仮説２  「学びの道しるべ」を示し、それぞれの目指す姿を具現化したプリント（「英

語版なりたい自分」）に毎時間自己評価を行えば、見通しをもちながら英語の

学習に取り組めるだろう。 

（３）研究の手立て 

仮説１に対する手立て（自然と教科書本文を暗唱できるようにするために） 

  ア 手立て１：「５ラウンドシステム」をベースとした音読表現の工夫 

 「５ラウンドシステム」とは、１冊の教科書を１年間に何度もくり返し使って英語の定

資料１ 
アンケート回答結果 

２５ 北設 東栄町立東栄中学校 

分科会番号 ２ 分科会名 外国語教育 
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着を図る学習である。本単元では、本文の聞き取りや音読方法を工夫することで、生徒に

飽きさせず学習に取り組ませ、知識とともに感覚として教科書本文を自然と暗唱できるよ

うにする。 

仮説２に対する手立て（目標をもって学習に取り組めるようにするために） 

  イ 手立て２：「学びの道しるべ」の提示 

 単元の導入で、教師から単元の流れやゴール、これから学ぶ表現を生徒に示し、生徒

が見通しをもって学習に取り組めるようにする。 

  ウ 手立て３：「英語版なりたい自分」の活用 

 単元の１時間目に「単元終了後になっていたい姿」をそれぞれが考え、毎時間自分の

目指す姿を確認し、自分はどんなことを学んだかなどを記述することで、自分の成長を

つかんだり、学び方を修正したりできるようにする。 

（４）単元構想図（１１時間完了） 

時間 学習内容 ラウンド 

① 
 学習の見通しをもとう 

 新出単語の意味を理解して正しく発音しよう 

１ ②③④  命令形、What time … ?、What 名詞 … ?を使って友達とやりとりしよう 

⑤  本文を聞いてどんな場面か理解しよう。 

⑥  本文の登場人物になりきって会話を聞いたり、話したりしよう 

⑦  音声と文字を一致させながら音読しよう ２ 

⑧  いろいろな方法で本文を音読しよう 
３ 

⑨  いろいろな方法で音読した本文をノートに書こう 

⑩  ペアやグループで穴あき音読をしよう ４ 

⑪ 
 ３人グループでロールプレイ（暗唱）しよう 

 単元全体の振り返りをしよう 
５ 

（５）抽出生徒Ａについて 

 生徒Ａは、罫線の枠の中に収まるようにアルファベットを書いたり、授業の振り返りに

学んだことや考えたことを自分の言葉で書いたりすることができる。一方で、先生や友達

と英語で会話をすることは「やや難しい」と感じている。身につけたい英語の力について

「将来もしかしたら外国人と触れ合うかもしれないからすらすら言えた方がいい」と話す

ことに対しての前向きな思いをもっている。そこで、生徒Ａには、自身の目標を達成する

ために主体的に取り組んでほしいと考えている。 

３ 研究の実践と考察 

（１）仲間と学び合い、かかわり合って英語の力を高めていく生徒Ａ 

 本来の「５ラウンドシステム」においては、本単元のように時間をとって単語指導や文

法指導はしないが、実情として生徒はその学習の流れに慣れていない。そこで、本単元で

は、単語指導と文法指導をはじめに行う。その後、生徒たちに飽きさせないよう工夫しな

がら本文に繰り返し触れさせる。その中で「自然とできるようになった」という達成感や

喜びから学習への意欲や自信をつけながら暗唱に取り組ませる。 

  ア 本文の内容を理解するための土台作り（ラウンド１） 

 ラウンド１では、新出単語や基本文を習得し、リスニングを通して本文の概要を掴む。

インプット重視で個人的な活動をメインに行うラウンドである。 

 第１時では、生徒たちは本単元の新出単語２７個の意味と発音を全て学習した。また、
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定着を促すために新出単語を日本語から英語に言い換えるペアワークを帯活動として取り

入れた。生徒Ａは英語好きの生徒Ｂとペアを組んだ。Ｂは困っている友達と一緒に英訳を

考えることのできるような心優しい生徒である。生徒Ｂが生徒Ａに対して日本語を言い、

それを生徒Ａがすぐに英語で答え、それを聞い

た生徒Ｂが正しく発音できていると判断すれば

ワークシートに〇をつける活動を行った。また

英語から日本語に言い換える活動も実施した。

資料２は生徒Ａの〇の数の変化を示した表であ

る。生徒Ｂとペアワークをした結果、回を追う

ごとに言い換えられる数が増加した。 

 第２～４時では、Key Sentence と称して３つの新たな文法表現を学習した。 

 第２時の命令形の学習では、表現の仕方を学習した後で、一方が博士、もう一方がロボ

ット役に扮し、ロボット役の生徒は博士の指示に従う活動を行った。 

 第３時では、時間をたずねる表現（What time）の学習の後、ペアワークを取り入れ、

時間などについて互いに質問する活動を行った。生徒Ａは「何時に学校へ行きますか？」

と生徒Ｂに質問して答えをもらった。また、生徒

Ｂから「何時に風呂に入りますか」と聞かれて英

語で回答していた（資料３）。その後は、教室を

歩き回り、友達だけでなくＡＬＴやＪＴＥに質問

したり、答えたりしていた。 

 第４時では、どんなものが好きかとたずねる表現

を学び、ペアワークで互いに質疑応答した。生徒Ａ

は生徒Ｂに対して好きな季節を質問したり、自分の

好きな野菜を答えたりできていた（資料４）。 

 第５時では、前半はこれまで学習した文法

を用いたＡＬＴからの質問に答えたり、ＡＬ

Ｔに質問したりした。後半は本文のあらすじ

が日本語で書かれたワークシートの穴うめを

した。前半は、生徒Ａは楽しみながら活動に

参加し、正しく答えることができていた。し

かし、あらすじの穴埋めに活動が切り替わっ

てから反応が薄くなった。資料５は生徒Ａの

ワークシートである。空欄や間違いが多い。

一対一の活動ではそれなりに受け答えするこ

とはできたが、スピーカーから聞こえてくる

内容を理解して書き留めることはまだ難しい

様子だった。 

 第６時では、イラストを聞こえてきた順番通りになるよう並び替えたり、本文に登場す

る人物になりきって発声したりする活動を取り入れた。生徒Ａはどの活動も楽しみながら

取り組んでいた。生徒Ａは正誤問題やイラストの並び替えをしている際、聞き取れなかっ

資料３ 第３時の生徒ＡとＢの会話 

生徒Ａ：What time do you go to school? 

生徒Ｂ：I go to school at 7:20. 

    What time do you take a bath? 

生徒Ａ：I take a bath at 8:20. 

資料２ ワークシート記載の〇の数の記録 

日本語→英語 

日付 6/12 6/17 6/20 

〇の数 10 16 19 

英語→日本語 

日付 6/12 6/25 

〇の数 9 17 

 

資料４ 第４時の生徒ＡとＢの会話 

生徒Ａ：What season do you like? 

生徒Ｂ：I like winter. 

    What vegetable do you like? 

生徒Ａ：I like onion. 

資料５ 生徒Ａのワークシート 
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たものがあると「もう一回お願いします」や「One more time, please.」と教師にお願い

をして何度もチャレンジしていた。第５時と比較して活動内容の難易度が適当であったこ

とから生まれた姿だと考える。 

  イ 本文の内容理解（ラウンド２） 

 ラウンド２では、文章を聞いて問題に答えたり、聞こ

えてきた音と文字を一致させたりする。 

 第７時では、本文の正誤問題や聞こえてきた順番通り

に文を並べ替える活動を行った。資料６は生徒Ａが本文

を並べ替える際に記入したワークシートの一部である。

本時ではじめて本文の英語を目にした。並べ替え前に、

本文を黙読するための時間を２分程度設けたくらいだが

全て完ぺきにできている。これまでの学習で何度も本文

を聞いてきたので、難易度が高くなかったため正しくで

きたと考えられる。 

  ウ 本文の音読練習（ラウンド３） 

 ラウンド３では、ラウンド２での活動をもとにして、すらすらと読めるよう指導する。 

 第８時では、教師の後に続いて、単語やフレーズ、文単位での音読をした後、一人一人

でパートごとに全文を音読した。個別で音読練習する際には、どの生徒もこれまでより大

きな声ではっきりと本文を読むことができていた。生徒Ａも時間をかけながらも最後まで

音読できていた。正しく読もうとするあまり時間がかかってしまったと考えられる。 

 第９時では、「Read and Look Up」という活動を行った。「Read and Look Up」とは、

一文を限られた時間黙読した後、文から視線を外してその文を音読するトレーニング法の

ことである。このトレーニングでは、直前に見たり聞いたりした文を一時的に頭のなかに

置いておき、それを暗唱することになる。生徒たちは第１１時に台本なしでロールプレイ

し、動画を撮影する予定である。その時間になっていきなり自分たちで全文を覚えること

は生徒たちにとってハードルが高いと考え、本文を覚える助けとなるように本活動を行っ

た。生徒Ａは文を黙読する際、文を頭の中に入れるためにささやくような声で練習してい

た。文から視線を外して全員で声を出して読む際は大きな声で音読できていた。活動に対

してとても前向きに取り組んでいたと考えられる。 

  エ 友達とかかわり合いながら、暗唱に向けた本文の音読練習（ラウンド４） 

 ラウンド４では、音読練習が暗唱につながる橋渡しになるよう指導する。また、これま

でのラウンドと異なり、友達とかかわり合いながら互いに力を高め合えるよう指導する。 

 第１０時では、「穴あき音読」を行った。本文に出てくる動詞を隠したもの、本文を並

べ替え形式にしたもの、並べ替えにした選択肢をなくしたものの３つにレベルを分けたも

のを生徒に配付し、ペアやグループで実践した。第９時同様、ロールプレイに向けた活動

である。本単元は３つのパートから構成されている。それぞれのパートで制限時間（１０

分程度）を設けて穴あき音読に挑戦させた。生徒Ａはパート１～３の全てでレベル３まで

到達することができた。これまでのラウンドでの学びが力として身についた結果であると

考えられる。 

  オ 登場人物になりきって暗唱活動（ラウンド５） 

資料６ 生徒Ａのワークシート 
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 ラウンド５では友達と協力してこれまで習ってきた英文をアウトプットする。 

 第１１時では、生徒Ａ，Ｃ，Ｄの３人グループでロールプレイをした。生徒Ｃも生徒Ａ

同様、英語は好きだが、読み書きに困り感をもつ生徒である。生徒Ｄは英会話教室に通い

英検５級を取得し、英語がとても好きな生徒である。そこで生徒Ｄを中心として練習を進

めた。本文は３つの場面があり、覚える単語の数は生徒Ａが７０、Ｃが５４、Ｄが５７語

であった。１つめの場面では３人ともが、２つめではＡとＤが、３つめではＡとＣが本文

を覚え、声色を変えたり、ジェスチャーをつけたりしながら演じていた。３つめのシーン

を最後に撮影していたが、生徒Ｃの覚える単語が多く、なかなか覚えられずに動画の撮影

が難航していた。前半は言えても後半は言えない。途中まで順調だったがセリフを抜かし

てしまうことなどがあり、制限時間となる直前になってやっと一通りのセリフを生徒Ｃが

言えたときのやりとりが資料７である。生徒Ｃに対して、「もう１回やろう」と前向きな

言葉が出てきた。最後の撮影では

生徒Ｃがセリフを言っている間に

は、うなずきながら聞くなど余裕

のある姿も見られた。生徒Ｃが最

後のセリフである「 You mean 

football?」を無事に言えた後に

生徒Ａは柔和な表情で「Yes.」と言ってしめくくる姿があった。生徒Ａが何かを教える

ということはできなかったが、友達とかかわり合ってよりよいロールプレイにしようと前

向きに頑張ろうとする姿が見られた。 

 以上のことから「５ラウンドシステム」をもとにして、生徒の習熟度合いを考慮しなが

ら音読やリスニングの方法を工夫し、生徒たちに飽きさせないよう何度も教科書本文を触

れさせることで暗唱できるようにする手立ては有効であったと考える。 

（２）「なりたい自分」の実現に向け、目標をもって主体的に取り組んだ生徒Ａ 

 本単元では、ニュージーランドと日本にいる生徒がオンライン交流をする場面が題材と

して扱われている。飛行機で日本からニュージーランドへ行った場合の所要時間は約１１

時間である。そこで、１時間ごとの授業におけ

る目標を実際の地図上に示し、本単元の１時間

目に「学びの道しるべ（資料８）」と称して生

徒に提示した。生徒Ａをはじめ、多くの生徒は

興味深そうに資料８を見ていた。 

 単元開始後は、毎時間のはじめに本時の目標

の確認と自分たちが今どこを飛んでいるのかを

確認した。時間経過とともにニュージーランド

に近づいていくことで、学びの進捗状況を確認

することができた。 

 「学びの道しるべ」の提示後、「リフレクション

シート」を生徒に配付し、教師が示した観点ごとの

目指す姿をもとに、生徒それぞれが目指したい姿を

記入した。資料９は生徒Ａが記入したものである。 

資料７ 練習中の会話の様子 

（生徒ＡとＣがやりとりを録画し終わった後で） 

生徒Ｄ：どうする？ＡくんとＣくんがいいならいいけど。 

    あと５分くらいあるし、やるならラストチャンス。 

生徒Ａ：もう１回やろう。 

生徒Ｃ：うん、ごめん。やる。 

生徒Ｄ：あとちょっとだから頑張って。 

資料８ 「学びの道しるべ」 

資料９ 生徒Ａの「目指したい姿」 



6 

 資料１０は、第１１時でロールプレイを撮影した

後に記入した生徒Ａの振り返りである。単元冒頭で

記述した「発音をしっかりして友達に聞き取りやす

くする」という目標の実現に向けて、舌の動きに注

意を払って努力したことが読み取れる。 

 また、本単元終了後に行ったアンケートでは、生徒Ａは資料１１のように答え、満足度

が高い様子がうかがえた。また、ニュージーランドに行くことと単元の学習と関連付けな

がら学ぶことができていたことが読み取れた。 

 以上のことから「学びの道しるべ」は生徒が見通しをもって英語の学習に取り組むのに

有効であったと考える。また、「なりたい自分」を記入することで自分の成長をつかんだ

り、学習方法を修正したりすることに有効であったと考える。 

４ 研究の成果と今後の課題 

（１）成果 

  ア 手立て１について 

 単元を通しリスニングから暗唱、ロールプレイと難易度を上げながら本文に何度も触れ

たことで、教科書の本文をすらすらと暗唱することができた。時間やラウンドごとに生徒

がやることも明確であったので、教師が一つ一つの活動に対して端的に指示することがで

きた。また、ペアワークやグループワークを通して生徒たちがかかわり合う場面を効果的

に設定したことで、教え合ったり、助け合ったりしながら相互に力を高め合うことができ

ていた。以上のことから手立て１は有効であった。 

  イ 手立て２，３について 

 単元全体の見通しを口頭で説明することに加え、「学びの道しるべ」を実際の地図等を

用いて作成したことで、視覚的にも興味や関心を引きつけ、学習の見通しをもって主体的

に取り組むことができた。また、目指したい姿を事前に設定したことで、目的意識をもっ

て活動に取り組み、自己の成長を捉えることができた。以上のことから、手立て２、３は

有効であった。 

（２）課題 

 「５ラウンドシステム」は言語習得のプロセスとして生徒にとって有効であると思うが

５ラウンドシステムを導入している自治体や学校などに出向き、実際に指導の様子を見た

経験がないので、単元構想や教材作成に膨大な時間を費やしてしまった。何度も本文に触

れる機会があることは大切であるが、活動の順序や内容については精選していく必要があ

るだろう。１学期間、１年間、３年間を見通した指導計画をしたうえで「５ラウンドシス

テム」を取り入れるか、従来の指導方法を基盤としてさらにたくさん生徒が英語に触れら

れるよう教師が機会を提供するか考えていきたい。 

資料１１ 

生徒Ａの回答 

資料１０ ロールプレイの振り返り 


